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過去二、三十年において、日本では非正規雇用が着実に増加してきた。本論文では労働力調査ミクロデータを用い、労働者の年齢・性別・学歴・配偶関係毎に、就業状態等間のフローを計算する。我々の分析は、正規雇用の職を得て保持する確率が、教育水準そして特に配偶関係によって大きく異なることを示している。特に、大卒及び、各性別の中では既婚男性と未婚女性が、最も強く正規雇用に付着している。
